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 前号のニュースレターに引き続き、去る 11 月 4 日(木)、5 日(金)の両日にわたり開催された、

当会が主催する「第 2回 自治体職員向けの地下空間活用に関する研修会」について、第 2日目午

後からの様子をご紹介いたします。 

 

 

地下空間活用に関する法制度は、2011 年 3 月の東日本大震災にお

いて貴重な滞留空間として機能したことから、地下街の災害時利用に

ついて見直しが進んできました。講義ではリニューアルや大規模更新

に焦点を当てて、地下空間活用に関する関連法規と残された通達項目

の、説明がありました。 

講義はまず地下街の現状と地下街を取り巻く環境の説明がありまし

た。この中で火災の進展と建築基準法・消防法におけるそれぞれの規

制の対応関係図の説明がありました。また、この 2 つの法律の基本的

な考え方、地下街に対する特別な配慮などの紹介がありました。次いで、地下街に関する基本方針

(5 省庁通達)に関して、第一 地下街の規則に関する取扱方針（抄）、第二 地下街の設置計画策定に

関する基準(抄）の内容を確認し、

事例としたホワイティうめだの

基準等の適合状況表に沿って、そ

れぞれの規定の内容を見ていき

ました。 

また、同じく事例として名古屋

市地下街基本方針(抄)を取り上

げ、とくに地下街と他の施設との

接続に関する規定を図と写真に

より確認していきました。 

 

(出典 小林恭一、もう少し知りた

い防火法令の基礎知識第 6 回、月間

フェイスク 2016.11、p11) 
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都市地下空間の活用と題して、広がる地下空間、安全な地下空間の

取組、人にやさしい地下空間のための官民連携の取組の３つの話題が

提供されました。 

広がる地下空間については初めに地下街の定義と現況、法制度と管

理者について触れた後、地下街における歴史的変遷について紹介があ

りました。 

続いて安全な地下空間の取組に関し、地震災害に伴う地下施設の被

害状況から防災対策の重要性について解説があり、地下街防災推進事

業の制度内容、地下街の安心避難対策ガイドライン、そして地下空間の浸水対策や漏水対策、更に

「地下街防災推進事業 制度の解説と取組事例」について説明がありました。また、避難時の密集

状態における感染リスクを下げるための換気設備及び開口部の改修を令和３年度より支援対象に

追加した旨の紹介がありました。 

人にやさしい地下空間のため

の官民連携による取組について

は、渋谷駅周辺の縦軸空間、新宿

駅東西自由通路整備、札幌駅前地

下歩行空間、東京駅八重洲バスタ

ーミナル整備など事例の詳しい

説明がありました。更に案内サイ

ンの改善では新宿ターミナルの

取組、高精度測位社会プロジェク

トについては屋内空間特有の課

題とプロジェクトの目的、産学官

連携による実証実験、そして屋内

地図作成・測位環境構築の手引き

（案）策定について説明がありま

した。 

 

先生からは前半で様々な地下空間活用事例の紹介がありました。ま

ず公共用地としての道路を占用して鉄道(地下鉄)、河川、地下街、共同

溝・駐車場・歩行者専用道路。そして近年は地下空間ネットワーク拡

充による機能向上や新たな魅力向上が図られていること、更に立体道

路制度や立体都市計画制度を活用して都市の再開発が進められている

事例の説明がありました。 

後半ではこれらの事例を通して、地下空間の役割と視点について貴重な指摘がありました。地下

空間を考える主な視点としては、インフラ収容空間としての役割、交通ネットワークとしての役割、 
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賑わい空間・交流空間としての役割などがあり、またその特性として「連続性」例えば利用者視点

の物理的ネットワーク、「時間性」すなわち時間の変化のなか必要とされる役割の変化、「収容性」

従来から行われてきた以上の人・文化の受け容れ、「代替性」地上では収容できないものへの対応

など詳しい説明がありました。 

最後に地下空間を次世代に引き継ぐことの大切さ、「つくる」だけでなく「育てる」地下空間への

発想の転換が強調され、特に地下空間のマスタープラン策定と持続的更新の提案がありました。 

 


